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1969 年生まれ。東京都立大学経

済学部卒業。外資系ＩＴ企業、

ＮＥＣ、日本ＩＢＭなどを経て

三橋貴明診断士事務所（現経世

論研究所）を設立。2007 年『本

当はヤバイ！　韓国経済』（彩図

社）がベストセラーとなり、以後、

意欲的に新著を発表。雑誌への

連載・寄稿、各種メディアへの

出演多数。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
欠
陥

110

れ
れ
ば
、
公
務
員
増
加
と
い
う
わ
け
で
、
政
府
最
終
消
費

支
出
と
い
う
需
要
項
目
が
拡
大
。経
済
成
長
達
成
と
い
う

わ
け
だ
。

　

国
内
で
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
な
ど
の
麻
薬
が
氾
濫
し
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
が
拡
大
す
れ
ば
、
や
は
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
成

長
し
て
し
ま
う
。さ
ら
に
、
医
療
保
険
の
価
格
が
つ
り
上

が
れ
ば
、
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
が
増
え
た
こ
と
に
な

り
、少
な
く
と
も
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
え
て
し
ま
う
。

　

戦
争
が
勃
発
し
、
兵
器
が
使
用
さ
れ
、
軍
需
産
業
が
増

産
に
入
る
と
、
当
然
な
が
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
と
な
る
。何
し

ろ
、
兵
器
と
い
う「
モ
ノ
」が
生
産
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
。

　

お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、治
安
悪
化
、麻
薬
蔓
延
、保
険
料

激
増
、
戦
争
に
よ
る
需
要
増
、
こ
れ
ら
は
全
て
現
在
の
ア

メ
リ
カ
で
起
き
て
い
る
こ
と
だ
。国
民
が
不
幸
に
な
る
支

出
が
増
え
た
と
し
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
成
長
す
る
。そ
う
い

う
統
計
な
の
だ
。

　

加
え
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
生
産
さ
れ
た
付
加
価
値
の「
質
」は

表
現
で
き
な
い
。

　

90
年
代
の
携
帯
電
話
と
、
現
代
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

同
じ
価
格
だ
っ
た
と
し
よ
う
。両
機
器
が
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
、
文
字
通
り「
桁
違
い
」に
な
る

だ
ろ
う
。と
こ
ろ
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
金
額
的
に
は
同
じ
な
の

で
あ
る
。あ
る
い
は
、
薄
型
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
、
価
格
が
継

続
的
に
下
落
し
て
い
く
と
、「
品
質
は
向
上
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
減
少
す
る
」と
い
う
現
象
も

発
生
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
日
本
の
国
民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）は
実
は
、「
国
民
の
豊
か
さ
」を

測
る
上
で
、多
数
の
欠
陥
を
持
っ
た
統
計
で
あ
る
。

　

日
本
の
２
０
２
５
年
の
国
民
一
人
当
た
り「
名
目
」Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
38
位
で
、
韓
国
を
下
回
っ

て
い
る
。無
論
、
円
安
の
影
響
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
上

に「
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
主
因
で
は
あ
る
。デ
フ
レ
の
国

は
、
生
産
者
が
生
産
す
る
付
加
価
値
の「
価
格
」が
下
が
っ

て
い
く
。結
果
的
に
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
伸
び
ず
、
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
低
迷
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

加
え
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
統
計
的
な
欠
陥
が
い
く
つ
も

あ
る
。例
え
ば
、
以
前
の
中
国
の
よ
う
に
、「
誰
も
住
ま
な

い
住
宅
」を
建
設
す
る
だ
け
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
え
る
。理
由

は
、
住
宅
建
設
の
際
に
建
設
会
社
の「
建
設
サ
ー
ビ
ス
」が

生
産
さ
れ
る
た
め
だ
。そ
の
後
の「
居
住
さ
れ
る
か
否
か
」

は
統
計
に
出
な
い
。

　

つ
ま
り
は
、
自
分
で
住
む
わ
け
で
は
な
い
、
投
機
的
な

住
宅
投
資
が
拡
大
し
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
成
長
し
て
し
ま

う
。も
っ
と
も
、
投
機
的
な
住
宅
投
資
は
や
が
て
バ
ブ
ル

化
し
、崩
壊
す
る
。

　

さ
ら
に
、
国
民
を「
不
幸
」に
す
る
支
出
が
増
え
て
も
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
え
る
の
だ
。

　

国
内
の
治
安
が
悪
化
し
、
犯
罪
者
が
増
え
、
刑
務
所
が

多
数
、
建
設
さ
れ
れ
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
投
資
と
い
う
需
要
項

目
が
増
加
す
る
。さ
ら
に
、
刑
務
所
に
看
守
が
多
く
雇
わ

計
が
、８
０
０
兆
円
超
と
い
う
こ
と
だ
。

　

と
は
い
え
、
輸
入
に
つ
い
て
は
、
日
本
の「
国
内
」の
生

産
で
は
な
い
。と
い
う
わ
け
で
、
支
出
面
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
い

て
輸
入
は
控
除
項
目
、
つ
ま
り
は「
引
き
算
」に
な
る
の

だ
。25
年
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
国
内
の
生
産
の
合
計
で

あ
る
８
１
１
兆
円
か
ら
、
輸
入
１
４
７
・
６
兆
円
を
差
し

引
き
、６
６
４
兆
円
と
計
算
さ
れ
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
に
お
い
て
、
輸
入
が
控
除
項
目
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
た
上
で
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
で
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖

さ
れ
て
い
る
。結
果
的
に
、
輸
入
物
価
は
世
界
中
で「
一
方

的
」に
上
昇
し
て
い
る
。

　

輸
入
総
額
が
一
方
的
に
増
え
る
と
、
控
除
項
目
が
拡
大

す
る
こ
と
に
な
り
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は「
縮
小
」方
向
に
向
か

う
。総
需
要
の
縮
小
、
つ
ま
り
は「
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
」

だ
。

　

一
般
的
に
、
輸
入
物
価
が
上
昇
す
る
と
、
国
内
物
価
も

上
が
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。確
か
に
、
消
費
者
物
価
指
数

は
上
昇
す
る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
で
は
輸
入
と
い
う「
控
除

項
目
」が
大
き
く
な
る
た
め
、
総
需
要
の
不
足
と
い
う
デ

フ
レ
化
が
進
む
の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
、
総
需
要
不
足
と
い
う
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
、
消
費
者
物
価
上
昇
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
。こ
れ
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
く
と
、

い
わ
ゆ
る「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と
な
る
。経
済
の
デ

フ
レ
化
で
失
業
率
が
上
昇
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
価

は
下
が
る
ど
こ
ろ
か
、む
し
ろ
上
昇
す
る
の
だ
。

「
世
界
一
」を
目
指
す
べ
き
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
。と
は
い
え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
一
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
国
民
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
い
え
ば
、
支
出
面
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

「
基
本
」足
し
算

だ
。

　

図
は
、
２
０

２
５
年
の
日
本

の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
支
出
面
）で
あ

る
。
民
間
最
終

消
費
支
出
、
民

間
住
宅
、
民
間

企
業
設
備
、
政

府
最
終
消
費
支

出
、
公
的
固
定

資
本
形
成
、
在

庫
変
動
、
そ
し

て
輸
出
を「
足

し
算
」す
る
。
す

る
と
、
合
計
は

８
０
０
兆
円
を

超
え
て
し
ま

う
。
日
本
の「
国

内
」
の
付
加
価

値
の
生
産
の
合

【2025 年　日本の名目ＧＤＰ支出面 ( 兆円 )】

出典 : 内閣府「国民経済計算」


